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ト人を目にする機会は多いが、一般のエジプト人がサッカーをしている光景をみかけることはほとんどない。サッカーに限らず、 イロの街中でスポーツをす 人をみることはまれである。そもそも公園や空き地が 市民が利用するような公共スポーツ施設もない。道路は路上駐車 凹凸がひどくてジョギングもできない。カイロのスポーツ環境は劣悪で、気軽にスポーツを楽しむことは難し　
もっとも、お金があれば話は別




小されたものの、いまでもゴルフコースやポロ競技場までも持つ。現在の会員数は四万三〇〇〇世帯。終身会費は一人あ り三〇〇万円とエジプト 一人当 りＧＤＰの一〇倍近い。　
その他にも、ナイル川にヨット
ハーバーを持つクラブ、射撃場を備えるクラブなど、カイロには多様な施設を持つ伝統的なスポーツクラブがいくつもある。こうしたスポーツクラブの会員であること
は、上流階級の証となっている。　
スポーツクラブには、運動施設
以外にも レストラン、カフェ、ヘアサロン、映画館、モスク、子ども向け遊戯場などが設置されている。クラブのなかはカイロの喧騒とは無縁の平穏で快適な空間が広がっており、会員 社交の場にもなっている。●サッカーだけじゃない　
カイロのスポーツクラブは、こ
れまでに多くの競技で世界レベルの選手を輩出している。なかでも活躍目覚ましいのがスカッシュである。現在の世界ランキングをみると、男子は世界ランク一位をはじめ上位一〇人のうち五人、女子も世界ランク二位を含む四人がエジプト人である。現在のエジプトはスカッシュ大国なのである。　
エジプトでス
カッシュを始めた
のは、二〇世紀初めのゲジーラ・スポーツクラブのイギリス軍将校であった。その後、スポーツクラブに出入りしていたエジプト人にも広まり、一九四〇年代には、ゲジーラ・スポーツクラブで腕を磨いたエジプト人プレイヤーが全英オープンで優勝するなど、エジプトはスカッシュの強豪国となった。　
一九五〇年代以降は、政治状況
の変化もあり、エ プト人プレイヤーは長らくスカッシュの国際舞台から遠ざかっていたが、一九九〇年代に再び国際大会の常連となった。カイロのスポーツクラブで育ったプレイヤーが国際大会で好成績を収めるようになったのである。一九九六 からはエジプでも国際大会が開催されるようになった。ピラミッドの前に設置された屋外特設コートは、幻想的な雰囲気とともに、エジプトのスカッシュ人気を体現しているかようであった。スカッシュはサッカーに次ぐ人気スポーツであり、スポーツクラブに通う多くの子どもを引き付けている。　
スポーツクラブでは、サッカー
やスカッシュといった球技だけでなく、空手、合気道、柔道、テコンドーなどの武道も盛んである。
たとえば空手は、一九七〇年代初めにブルース・リーの映画をきっかけにエジプトでも人気が高まった。当初はおもに ポーツクラブで教えられていたが、いまでは全国に一〇〇〇カ所以上の空手道場がある。エジプト政府による普及政策によって、例外的 、空手はスポーツクラブを超えて広がったのである。　
国際試合でのエジプト人選手の
活躍も目立つ。二〇一四年の空手世界選手権では男女ともに複数のメダルを獲得し、世界空手連盟の国別ランキングでエジプトは六位となっている。今年二月には世界空手リーグの第三戦がエジプトで開催され、多くのエジプト人選手が好成績を収めた。　
エジプトでは、伝統的にスポー
ツはスポーツクラブでするもだった。その傾向は現在も変わりない。ほとんどのスポーツはいまも富裕層のものであり、多くの民にとってスポーツは観戦するものとなっている エジプトにはいまだ大きなスポーツ格差が存在している。（つちや
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究所
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